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「国際開発協力サポート・センター」プロジェクトとは…

○「国際開発協力サポート･センター」プロジェクトとは、

我が国の大学の我が国の大学の

自主性に基づく国際開発協力活動の自主性に基づく国際開発協力活動の

促進を目的促進を目的として

文部科学省が同活動を支援する文部科学省が同活動を支援する

プロジェクトプロジェクトです。

○「国際開発協力サポート･センター」プロジェクトとは、

我が国の大学の我が国の大学の

自主性に基づく国際開発協力活動の自主性に基づく国際開発協力活動の

促進を目的促進を目的として

文部科学省が同活動を支援する文部科学省が同活動を支援する

プロジェクトプロジェクトです。

文部科学省「国際開発協力サポート･センター」プロジェクトは、平成14年7月に提出された国際教育協力懇談会・最終報告の提言に
基づき、平成15年度より開始されたものです。
（国際教育協力懇談会・最終報告の詳細については、http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/をご参照ください）

大学、援助機関、連

携機関と連携しなが

ら、できる限りのこと

をやっていくよ！
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大学の組織としての国際開発協力促進のメリット

援助機関のメリット

契約による
安定的な協力の実現

大学のメリット 我が国ODAのメリット

我が国の
知的リソースを活用した
「顔の見える協力」の実現

国際機関への日本人の参画

（外部資金の導入による）
研究に関する国際競争力の

強化

大学による社会貢献の促進
（「開かれた大学」）

実践的な人材輩出
（実地経験を通じた教育の実施）

大学が国際開発協力

プロジェクトを

受託できるようになれば、

大学だけでなく、いろいろな

メリットがあるよ♪

世銀、アジ銀、 UNDP、
WFP、ユニセフなどの
国際機関の日本人
職員も増えるね！

学生の途上国での実地教育も
できるし、世銀等の国際的機関
への就職にもつながるね

援助関係者の
裾野の拡大
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大学における国際開発協力を促進するためのサポート・センター

大学における国際開発協力促進のための
サポート・センター

国内大学の「組織的」な国際開発協力プロジェクト受託の促進

文部科学省

連携

国内大学の国際開発協力プロジェクトへの参画を支援

援助機関・

連携機関間の

関係構築

・国内大学ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの整備

・専門家の紹介・斡旋

・連携機関との交流促進 等

国際援助機関・

連携機関

国際援助機関

開発ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

海外大学
（先進国・途上国）

国内大学

：
：

NGO

国内大学

国立大学

公立大学

私立大学

国内大学

DB

国内大学の
国際開発協力
のための

基盤醸成・
実務能力向上

・大学経営層へのアピール

・基盤醸成のための相談・助言

・研修実施・マニュアル整備

・連携に関する課題の研究・助言

等

縁組をしてもらえて
良かったね！

国際開発戦略

研究センター

分野別

大学センター

企画＆研究・助言 各種ﾏﾆｭｱﾙ
農 工

医法

教

専門家の紹介・斡旋

における相互連携

援助/連携機関間の
人脈に係る情報

交換

いい大学、
いい専門家を
紹介します！

いいパートナー、
面白いﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
がありますよ！
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「国際開発協力サポート・センター」プロジェクトの目標

国内大学における国内大学における
国際開発協力プロジェクト受託促進国際開発協力プロジェクト受託促進

学外における学外における

認知度拡大認知度拡大
関連機関との関係構築と関連機関との関係構築と
関連情報の常時把握関連情報の常時把握

大学の実務能力の大学の実務能力の
強化強化

大学における大学における

体制整備体制整備

大学における大学における

認知度・理解向上認知度・理解向上

国際開発協力って
何？ という人が周り
に多いと、活動を開始
しづらいんだよね。

新たな事業展開
には、色々と体
制を整備する必
要があるね。

教員も事務職
員も、これまで
とは異なる能力
が必要だね。

援助動向をよく
理解して関心表
明を出そう！

援助・連携機関に
認知されていない
と、なかなか受託
もできないね。

上
位
目
標

中
位
目
標

下
位
目
標

②
事
務
職
員
に
お
け
る
認
知
度
向
上

③
教
員
に
お
け
る
理
解
向
上

①
大
学
経
営
層
に
お
け
る
理
解
促
進

②
単
価
設
定
等
、
契
約
方
法
の
確
立

③
学
内
に
お
け
る
評
価
体
制
の
確
立

①
学
部
横
断
的
意
志
決
定
機
構
確
立

②
事
務
職
員
の
実
務
能
力
強
化

③
担
当
部
局
の
体
制
強
化

①
教
員
の
実
務
能
力
強
化

②
途
上
国
ニ
ー
ズ
と
開
発
動
向
の
把
握

③
大
学
と
内
外
連
携
先
と
の
関
係
構
築

①
公
示
案
件
等
、
最
新
動
向
の
常
時
把
握

②
先
進
国
・途
上
国
大
学
に
お
け
る
認
知
度
拡
大

①
国
内
外
の
援
助
機
関
に
お
け
る
認
知
度
拡
大

③
コ
ン
サ
ル
企
業
・Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
お
け
る
認
知
度
拡
大
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「国際開発協力サポート・センター」プロジェクトの中期計画

Phase 0:

Phase I:

Phase II:

Phase III:

国際援助機関からの
プロジェクト受託

国内援助機関からの
プロジェクト受託

国内援助
機関から
の委嘱

組織
対応

個人
対応

国内基盤整備期 国外展開期 ｺﾝｿｰｼｱﾑ形成期

大学ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ調査
（ﾛｰﾙﾓﾃﾞﾙ形成）

H15H15年度年度 H16H16年度年度 H17H17年度年度

経営層への
啓蒙普及

実務研修
実施

国際ネットワーク
形成

援助機関との
関係構築

国外への
PR

国際ｺﾝｿｰｼｱﾑ
形成

学内の
理解不足

学内体制
整備不足

学内事務
実務能力不足

情報不足
・プロジェクト情報
・援助機関

・連携機関 ・途上国

国外での
ＰＲ不足

プロジェクト受託に
至るまでの
５つのハードル

プロジェクト受託に
至るまでの
５つのハードル

学内体制とい
い、事務能力
といい、足枷
ばかりだ！

援助・連携
機関とあま
りお付き合
いがない

トップランナー
ノウハウ
伝授

やる気
満々！

トップを
目指せ！

契約等
調査

国内ｺﾝｿｰ
ｼｱﾑ形成

実務研修
実施 実務研修

実施

※※国内大学の段階的なレベルアップに向けて、「国際開発協力サポート・センター」プロジェクトの事業実施国内大学の段階的なレベルアップに向けて、「国際開発協力サポート・センター」プロジェクトの事業実施
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サポート･センター年間予定

各種会合のほかに
プロジェクト受託促進やリエゾ
ニング、コンサルティングが随

時実施されるよ！

国内大学における国内大学における

国際開発協力国際開発協力

基盤醸成基盤醸成

国際開発協力のための国際開発協力のための

大学データベース大学データベース

整備・提供整備・提供

援助機関・連携機関援助機関・連携機関

との関係構築との関係構築

（プロジェクト受託支援）（プロジェクト受託支援）

４－６月 ７－９月 10－12月 １－３月

データ登録更新
（8-9月）

・データ外部公開開始 （10月～）
（但し、限定機関対象）

世界銀行
セミナー
（6月上旬）

開所記念
セミナー
（9-10月）

実
務
能
力

向
上

理
解
促
進

アジ銀
セミナー
（3月）

ＪＢＩＣ
セミナー
（10月）

入門
セミナー
（8-9月）

事務対象
手法研修
（2月）

教員対象
手法研修
（1月）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

受
託
促
進
等

大学経営層
との意見交換
（10-11月）

・大学への相談・助言
その他各種広報活動は
随時実施

大学と援助機関等
ワークショップ
（11-12月）

契
約
等

調
査
・研
究

リ
エ
ゾ

ニ
ン
グ

大学のプロジェクト受託支援
（ロールモデル形成） 順次実施

契約方法等、各種検討課題の調査・研究
（大学との検討会） 順次実施 （2課題程度）

コンサル企業
ニーズ把握

・ネットワーク拡大、
援助・連携機関からの
照会への対応は順次実施

援助機関
連絡会

援助機関
連絡会

援助機関
連絡会

・その他、プロジェクト
公示情報を随時
ニュース配信

・SCPホームページ開設（9月～）
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「サポート･センター」プロジェクトの実施体制

政策研究大学院大学
国際開発戦略研究センター

開発協力基盤研究分野

文部科学省

公益法人

（社）科学技術

国際交流センター

一部業務委嘱

国際協力政策室国際協力政策室

「サポートセンタープロジェクト」

オ
フ
ィ
ス

＝

政
策
研
究
大
学
院
大
学
内

「サポート･センター」プロジェ
クトは、文部科学省をコアに
複数の機関がチームになっ
て推進するんだね！
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サポート･センター連絡先

■文部科学省

「国際開発協力サポート･センター」プロジェクト・オフィス

Support Center Project for Academia’s International Development Cooperation (SCP)

〒162-8677 新宿区若松町2-2 （政策研究大学院大学内）

TEL.: 03-3356-8031  FAX.: 03-3356-8032

連絡先： 小山内 優 ﾘｰﾀﾞｰ（osanai@scp.mext.go.jp）

宮尾百合子 （miyao@scp.mext.go.jp）

田辺 宏 （hitanabe@scp.mext.go.jp）

船守 美穂 （funamori@scp.mext.go.jp)

畠山 幹子 （hatamiki@scp.mext.go.jp）

■文部科学省・大臣官房国際課国際協力政策室

TEL.: 03-5253-4111 （ext.2606）

担当： 行松・原・中村 （akiko-n@mext.go.jp）

■文部科学省

「国際開発協力サポート･センター」プロジェクト・オフィス

Support Center Project for Academia’s International Development Cooperation (SCP)

〒162-8677 新宿区若松町2-2 （政策研究大学院大学内）

TEL.: 03-3356-8031  FAX.: 03-3356-8032

連絡先： 小山内 優 ﾘｰﾀﾞｰ（osanai@scp.mext.go.jp）

宮尾百合子 （miyao@scp.mext.go.jp）

田辺 宏 （hitanabe@scp.mext.go.jp）

船守 美穂 （funamori@scp.mext.go.jp)

畠山 幹子 （hatamiki@scp.mext.go.jp）

■文部科学省・大臣官房国際課国際協力政策室

TEL.: 03-5253-4111 （ext.2606）

担当： 行松・原・中村 （akiko-n@mext.go.jp）

みんな、サポー
ト･センターを活
用してね！


